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 保育のヒント ～科学する心を育む～

保育のヒント～「科学する心」を育てる～
アイデアを出し合う／丸亀市立城坤幼稚園（香川県）

子どもたちが自由にイメージを膨らませたり、独自の発想で遊び方を
考えて進めたりする「遊び」。今回の事例は、子どもたちが遊びの中
で、「自分たちの思いを実現しようと、どれほど真剣に試行錯誤して
進めているか」「子ども同士で思いや考えを出し合って、どのように
主体的・協働的な学びをしているか」を捉えることができます。

きっかけ／6月

子どもたち数人が紙でアイスを作り、アイス屋さんになりきって友達とのやりとりを楽しんでいる。数日、アイス屋さんを
楽しんだ後の暑い日、保育者が、「今日は暑いから、冷たーいアイスをください」と、アイス屋さんの子どもに注文する。
子どもたちは、「冷たいアイスを作ってみよう！」という目的に向かって、アイデアをいろいろと出している。

アイデアその1

冷たい＝冷蔵庫とイメージする。

職員室の冷蔵庫にしばらく入れる。

結果 「これ冷たくないわ」

アイデアその2

冷たい＝水をイメージする。

水道の水で濡らす。

結果 「なんか気持ち悪い」「ちょっと冷たいけどなんか違う」

保育者：「アイスってどんな風に冷たい？」

子ども：「めっちゃ冷たい」

子ども：「ヒヤッて冷たい」

保育者：「ヒヤッて、冷たくするのはどうしたらいいんだろう？」

子どもたちは、友達同士考え合う。

「冷たいアイスを作ってみよう！」／5歳児

「（紙の）アイスを冷蔵庫で冷やそう！」


「（紙の）アイスを水で冷やそう」




アイデアその.

ਖ

「ラップでෆむ」
 「ഘઞったらଐい」

 「॥ップに⼊れて๋らしたら？」

アイデアその�

ੇで実ୡをしてきた$ちゃん

「આ⽇な、ॱड़ঝ濡らして冷๋庫に⼊れたら冷たくなったんで！」

ॱड़ঝを濡らして冷๋庫に⼊れる

結果 「冷たくなった」

「アイスみたいにヒヤッとする！」

「これやったらけんでいいな」

ਖ

「でも丸くないよ？」

「どうしたら丸くなるかな？」

アイデアその5

「（ॡ३কॡ३কっと）丸めて冷๋庫に⼊れたらどうかな？」

結果 「ちょっとீくなったよ」

ਖ

「（ྃけてきて）でもすएにઁがってしまったॎ」

ཥのに紙を઼く。

ટ 「ヒヤッて冷たくなった！」「でもやっरりਞちபい」

しばらくアイス屋さんでઞっていると事੯がؼ

⼦ども：「ে！アイスがロロになりよる��」

⼦ども：「やけん、れるったやん！」

「ཥのに紙を઼いて冷たくする」「でも紙って濡れたられるようなؼ」


「けんのはどうしたらいいやろ」


「濡らさんかったら冷たくならんかったॎ」




アイデアその6

ঋランॲに፼るしてँる てるてる༥主をৄて、

%ちゃん：「てるてる༥主の౿ってアイスみたい」

&ちゃん：「nてるてるアイス|やな」

$ちゃん：「ഘで、てるてる༥主作ったらええやん」

ਵし合ってアイスを作る。

ટ 冷たいnてるてるアイス|がਛする。

この後、にもみんなでアイデアを出し合って、いろいろなアイスを作った。

考と今後の保育

「冷たいアイス作り」にต中になってりੌむ5歳児の௪は、ർषとまった。子どもたちがವ੭いくまでりੌむৎ
と૬などの୭が保されていた。さらに、思いや考えをਭけૃめ、援ஃしてくれる保育者と、とことんคに考えて
くれる友達がいることで、発想がどんどんেまれていった。うまくできたৎより、できなかったৎの方が学びはよりたくさ
んँり、ਂ思৮体ୡがまたઃのਔඟषとᇽがっていった。そのणणのૌஙをপજにしていくような保育に、これからも
りੌんでいきたい。
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